
ヤマハ発動機株式会社 
２０１３年８月６日 

２０１３年１２月期 第２四半期決算説明会 

米国での「バイキング」発表 



● 業績予想について 

この説明資料内で述べられているヤマハ発動機株式会社の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき当社の経
営者が合理的と判断したもので、リスクや不確実性を含んでいます。実際の業績は、様々な要因の変化により大きく異
なることがありえますことをご承知おき下さい。実際の業績に影響を及ぼす可能性がある要因には、主要市場における
経済状況及び製品需要の変動、為替相場の変動などが含まれます。 

本日ご説明する内容 

２０１３年１２月期 第２四半期決算  

     ■ 概要説明   代表取締役社長   柳 弘之 

     ■ 事業別説明    取締役    篠﨑 幸造 



概要説明 



２０１３年 （上期） 経営業績 

【通期目標】 前年比、増収・増益を目指す。 
 先進国事業の収益改善・新興国二輪車の規模回復・その他事業の拡大 
【上期業績】 前年比、売上高１１％増・営業利益４５％増 
 先進国事業 黒字化・新興国二輪車 ２Ｑ前年上回る・その他事業 増収 

（億円） １２年上期 １３年上期 

売上高 6,322 7,028 
営業利益 208 302 
営業利益率 3.3% 4.3% 

経常利益 241 306 
当期純利益 145 205 

為替レート 
（＄/€） 

80円/103円 96円/126円 
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２０１３年 （上期） 経営総括 

※ ＲＶ：レクリエーショナル・ビークル ＳＰＶ：スマート・パワー・ビークル 

先進国事業の収益改善 
マリン販売好調・為替効果等により、収益改善進む。 
二輪車の新商品投入進み、来期以降の規模・収益改善へ。 
新興国二輪車の規模回復 
景気鈍化・金融引締めの影響により、踊り場状態続く。 
商品競争力、ブランディング （プロモ・販売網等）強化。 
その他事業の拡大 
ＲＶ： 新商品投入進み、来期以降の規模・収益復活へ。 
ＳＰＶ・特機： 新商品投入・顧客開拓により、規模拡大進む。 
新規分野の開発・中期レンジでの導入準備進む。 
構造改革の取り組み 
国内工場再編成・コストダウン、欧州事業体制改革進む。 
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二輪車事業： 全体販売状況 

２Ｑに入り、先進国・新興国ともに前年上回る。 
通期予想： 総数６４０万台・前年比＋３１万台 （当初予想比△５５万台） 
         特に、新興国市場の需要鈍化による。 
 
 
 
 
                     

93 85 102 103 

1,083 965 959 928 

83 
98 78 106 

339 322 368 393 

インド 

アセアン 

その他 

先進国 （千台） 

1,599 1,470 
1,530 1,507 

出荷台数 

１２年１Ｑ １３年１Ｑ １２年２Ｑ １３年２Ｑ 
※ 先進国：日本・北米・欧州 （ロシア含む）・大洋州 アセアン：インドネシア・ベトナム・タイ インドには完成車輸出含む 6 



二輪車事業： 先進国市場 

ＭＴ-０９  

出荷台数 

ＢＯＬＴ 

日本： 新商品投入・限定車導入等により販売増加 （前年比１１１％）。 
北米： 新商品投入・小売促進策等により販売回復基調 
                     （前年比 １Ｑ：８９％、２Ｑ：１１１％）。 
欧州： 景気低迷続き販売減少 （前年比８９％）、３Ｑ以降 新商品投入。 
 
 
 
 
                     

主な取り組み 
◇高性能・軽量・低燃費＋デザイン戦略 
◇ブランディング （プロモ・販売網）強化 
 
 
 
 
                     

24 28 25 27 

20 18 18 20 

45 36 
54 52 

4 
4 

4 5 

欧州 

北米 

大洋州 

日本 

（千台） １２年 
１Ｑ 

１３年 
１Ｑ 

１２年 
２Ｑ 

１３年 
２Ｑ 

93 
102 103 

85 
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二輪車事業： インド市場 

総需要は伸長鈍化 （前年比９９％）。 
当社出荷は大幅伸長 （前年比 国内：１２７％、輸出：１３４％）。  

主な取り組み 
◇商品競争力強化 
 ・デラックス： ブランド力強化 
 ・スクーター： ラインナップ拡充 
◇プロモーション活動 
 ・１,０００万人試乗会等 
◇市場適合設計 （コストダウン）加速 

※ 出荷台数：輸出 （エンジン含む）＋国内販売台数 
 

79 
95 

76 
103 

44 
40 

30 

60 

輸出 

国内 

出荷台数 

124 
106 

163 

134 

１２年 
１Ｑ 

１３年 
１Ｑ 

１２年 
２Ｑ 

１３年 
２Ｑ 
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二輪車事業： インドネシア市場 

出荷台数 

709 
602 622 655 

総需要は前年比増 （３９２万台・前年比１０６％）。 
当社出荷は外島需要の低迷により微減 （１２８万台・前年比９７％）。 
年間予想は総需要７２０万台 （１０２％）・当社出荷２５５万台 （１０５％）。 

１２年 
１Ｑ 

１３年 
１Ｑ 

１２年 
２Ｑ 

１３年 
２Ｑ 

小売
シェア 

34% 

34% 32% 32% 
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Ｖ-ＩＸＩＯＮ Ｘ ＲＩＤＥ  

（千台） 

主な取り組み 
◇現地開発・市場密着型モデル投入 
◇プロモーション活動 
 ・ヤマハモーターショー （１,０００回） 
 ・将来顧客づくり （Ｋｉｄｓ ＹＳＲＳ） 
◇販売網 （ＣＣＳ）、ＣＲＭ強化 

※ ＣＣＳ：カスタマー・アンド・コミュニティ・サティスファクション ＣＲＭ：カスタマー・リレーションシップ・マネージメント ＹＳＲＳ：ヤマハ・セイフティ・ライディング・サイエンス 



売上高・営業利益率 

増収・増益、特に営業利益率の改善進む。 
船外機： 新商品投入 （２００馬力）、米国での大型モデル販売増加。 
ボート： 国内市場活性化、特に小型・中型モデル販売増加。 
ＷＶ： 販売堅調、前年以上の水準。 

マリン事業 

新興国市場の取り組み 
◇ロシア： 船外機販売拡大 （３.８万台・１２２％） 

    １０万台を目指してサブ販売網拡大 
◇ブラジル： 船外機販売拡大 （２万台・１０６％）  
◇中国： 漁船市場進出 （想定市場規模７０万台） 

609 665 743 

203 254 
279 74 

86 
125 

135 
130 

168 

船外機 

ＷＶ 

ボート 
部品他 

1,020 
1,136 （億円） 

5.8% 9.3% 16.4% 

１１年 
上期 

１２年 
上期 

１３年 
上期 

1,316 

ロシア ブラジル 

※ ＷＶ：ウォーター・ビークル 10 



ＶＩＫＩＮＧ 

出荷台数 

ＲＶ事業 

ＶＫ５４０ 

主な取り組み 
◇高性能・高信頼性のラインナップ開発 
◇事業コストの＄化推進 
 
 
 
                     

ＡＴＶ 
ＲＯＶ 

ＳＭＢ 

98 
87 

（千台） 

ＲＯＶ： 新商品投入 （７月）、 
   今後５年間連続した商品投入による強力ラインナップ復活へ。 
ＳＭＢ： 他社ＯＥＭによる北米市場への新商品投入 （１０月）、 
   成長続くロシア市場での販売規模拡大 （前年比１２６％）。 
  
 

110 

154 

１２年 １３年 
予想 

１４年 
目標 

１５年 
目標 

77 60 
81 

124 

21 
26 

29 

30 

11 ※ ＲＯＶ：レクリエーショナル・オフハイウェイ・ビークル ＳＭＢ：スノー・モビル 



出荷台数 

ＳＰＶ事業： ＰＡＳ 

国内： トリプルセンサー投入 （２月）・需要開拓等により、前年比１２２％。 
欧州： 事業提携先３社 （＋数社獲得見込み）、来期本格拡大へ。 
２０１５年 グローバル３７万台・最強ポジションを目指す。 
 主な取り組み 

◇商品競争力強化 
 ・最小最軽量の新パワーユニット開発 
 ・バッテリーのグローバル調達拡大 
 ・大容量バッテリー・急速充電器導入 
◇国内外における新しい顧客開拓 
 
  
 

国内モデル 欧州 Ｅ・Ｋｉｔ  

186 227 250 270 

4 
6 

60 
100 

国内 

輸出 

（千台） 

１２年 １３年 
予想 

１４年 
目標 

１５年 
目標 

190 
233 

310 

370 

12 ※ ＰＡＳ：電動アシスト自転車 



修正予想： 前年比、売上高２０％増・営業利益１９６％増 
配当： 年間想定２０円、中間１０円実施。 

２０１３年 （年間） 経営業績予想 

（億円） 
１２年 

１３年 修正予想 
（８/６） 

１３年 当初予想 
（２/１４） 

売上高 12,077 14,500 14,000 
営業利益 186 550 500 
営業利益率 1.5% 3.8% 3.6% 

経常利益 273 590 520 
当期純利益 75 340 280 

為替レート 
（＄/€） 

80円/103円 95円/125円 87円/115円 

配当金 10円 20円 17円 
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事業別説明 



２０１３年 （上期） 営業利益変化要因 （対前年）  

208 

28 △11 △3 20 
41 19 

302 

その他 

１２年上期 

（$/€：８０/１０３） 

先進国 
新興国 
二輪車 

（億円） １Ｑ ２Ｑ 
１３年上期 

（$/€：９６/１２６） 

15 

先進国事業： マリン販売好調、為替効果等により増益。 
新興国二輪車： アセアン台数減少も、増収増益。 
その他事業： ロシア・ブラジル向けマリン増益。 

＋１４億 ＋８０億 



4,147 4,669 

1,136 
1,316 457 
500 581 
544 6,322 

7,028 

45 36 

106 
215 3 

4 

54 

46 
208 

302 

２０１３年 （上期） 事業別売上高・営業利益 

売上高 営業利益 

※ その他：産業用機械・ロボット含む 

その他 

マリン 
特機 

二輪車 

１２年上期 １３年上期 

二輪車 

その他 

マリン 

特機
 

１２年上期 １３年上期 

(96/126) (80/103) (96/126) (80/103) 

（億円） 
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二輪車： 新興国は増益、先進国は減益。                       
（開発費・販促費の増加に加え、欧州構造改革費用による）                 
マリン： 米国船外機の大型モデル販売好調等により大幅増益。 



１１年 １２年 
１３年 修正予想 

（８/６） 

売上高 12,762 12,077 14,500 
営業利益 534 186 550 
営業利益率 4.2% 1.5% 3.8% 

経常利益 635 273 590 
当期純利益 270 75 340 

為替レート 
（＄/€） 

80円/111円 80円/103円 95円/125円 

Ｄ/Ｅレシオ 
（ＮＥＴ） 

0.5 0.7 0.6 

ＥＰＳ 77円 21円 97円 

２０１３年 （年間） 経営業績予想 

（億円） 

17 

１１年の営業利益水準に回復。 ＥＰＳ９７円に改善。 



先進国： マリン販売増や為替効果で改善し、黒字化見込む。 
新興国二輪車： 規模増・収益性改善により、増益見込む。 

534 

△110 148 

△362 

△24 
186 

219 

126 19 

550 その他 

その他 
新興国 
二輪車 先進国 新興国 

二輪車 

先進国 

ＰＬ引当 
戻し影響 
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11年 
（$/€：80/111） 

13年予想 
（$/€：95/125） 

（億円） 

12年 
（$/€：80/103） 

６０９万台 ６９８万台 ６４０万台 

二輪車販売台数 

２０１３年 （年間） 営業利益変化要因 （対前年）  



２０１３年 （年間） 事業別売上高・営業利益 

8,876 7,987 
10,000 

1,789 
1,963 

2,300 1,003 1,036 

1,100 1,094 1,091 

1,100 12,762 12,077 

14,500 

276 
160 

71 

108 

290 
75 

5 

10 113 

74 

90 
534 

186 

550 

売上高 営業利益 

その他 

マリン 
特機 

二輪車 

１１年 １２年 

二輪車 

その他 

マリン 
特機

 

(80/103) (80/111) 

△２ 

※ その他：産業用機械・ロボット含む 

（億円） 
１３年 

修正予想 

19 
(95/125) 

二輪車： 継続的な収益改善 （規模回復＋コストダウン）を進める。 
マリン： 更なる増収・増益により、売上高３,０００億円を目指す。 
特機： 新商品投入を進め、事業復活へ。 

１１年 １２年 

(80/103) (80/111) 

１３年 
修正予想 
(95/125) 





総需要・当社出荷台数 
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総需要 （当社推定） 

12年 
実績 

13年 
予想 

日本 442 466 

北米 502 499 

欧州 1,744 1,638 

インドネシア 7,064 7,200 

タイ 2,129 2,100 

インド 13,806 14,000 

ベトナム 3,109 3,116 

台湾 628 660 

中国 12,630 11,620 

その他 4,537 4,477 

アジア計 43,903 43,172 

     ブラジル 1,654 1,663 

     その他 7,244 8,177 

その他計 8,897 9,840 

二輪車計 55,490 55,616 

船外機 759 777 

ＡＴＶ 516 495 
電動アシスト自転車 
 （日本） 

386 435 

ヤマハ発動機 出荷台数 
10年 
実績 

11年 
実績 

12年 
実績 

13年 
予想 

日本 99 101 94 104 

北米 53 64 71 76 

欧州 227 185 165 168 

インドネシア 3,326 3,136 2,423 2,550 

タイ 506 473 550 420 

インド 259 343 348 500 

ベトナム 776 988 922 920 

台湾 173 183 179 193 

中国 700 608 492 520 

その他 343 327 313 336 

アジア計 6,084 6,059 5,228 5,439 

     ブラジル 227 242 164 194 

     その他 271 331 369 425 

その他計 497 573 533 619 

二輪車計 6,960 6,982 6,090 6,405 

船外機 272 303 322 311 

ＡＴＶ 81 75 70 52 
ＰＡＳ 
（完成車） 

93 105 104 130 

台数単位：千台 



上期 年間 
12年 13年 対前年 12年 13年予想 対前年 

二輪車 4,147 4,669 522 7,987 10,000 2,013 
マリン 1,136 1,316 180 1,963 2,300 337 
特機 457 500 43 1,036 1,100 64 
産業用機械・ロボット 175 156 △19 308 340 32 
その他 407 388 △19 783 760 △23 

合 計  6,322 7,028 706 12,077 14,500 2,423 

二輪車 45 36 △9 △2 160 162 
マリン 106 215 110 108 290 182 
特機 3 4 2 5 10 5 
産業用機械・ロボット 31 16 △15 38 50 12 
その他 23 30 6 36 40 4 

合 計  208 302 94 186 550 364 

二輪車 1.1% 0.8% △0.3% 0.0% 1.6% 1.6% 
マリン 9.3 16.4 7.1 5.5 12.6 7.1 
特機 0.6 0.9 0.3 0.5 0.9 0.4 
産業用機械・ロボット 17.8 10.4 △7.4 12.4 14.7 2.3 
その他 5.7 7.7 1.9 4.6 5.3 0.7 

合 計  3.3 4.3 1.0 1.5 3.8 2.3 

２０１３年 （上期・年間） 事業別売上高・営業利益 
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売上高 (億円) 

営業利益 (億円) 

営業利益率 (％) 



49 55 38 38 
99 88 

259 265 

3,105 3,000 

12年上期 13年上期 

2,554 2,661 

186 177 
240 244 
484 472 

540 
655 

4,147 
4,669 

12年上期 13年上期 
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２０１３年 （上期） 二輪車 販売台数・売上高 

売上高 出荷台数 

（億円） 

アジア 

欧州 
北米 
日本 

その他 

（千台） 

2,696 3,120 

(96/126) (80/103) 



133 136 

551 
685 

219 
238 56 

56 176 
200 

12年上期 13年上期 

76 75 

228 253 

65 
87 35 
36 53 
49 457 

500 

12年上期 13年上期 

394 329 

6 
8 

16 
27 

87 
86 

77 
93 

581 544 

12年上期 13年上期 
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２０１３年 （上期） マリン・特機・その他 売上高 

※ その他：産業用機械・ロボット含む 

アジア 

欧州 

北米 

日本 

その他 

マリン 特機 その他 

（億円） 

1,136 

1,316 



米国主要商品 月別総需要推移  
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１２年 

出所） 二輪車・ATV：MIC、船外機：NMMＡ （登録台数） 

二輪車 

船外機 

(千台) 

△4% 
1-6月 

1-6月 

△3% 

1-6月 

+4% 

(+5%) 

ＡＴＶ 

１３年 

4-6月 +3% 

42 40 
30 

40 32 38 
(△6%) (△4%) 

15 
18 20 20 

14 
18 

(△3%) (+2%) 
(△5%) 

16 18 17 15 
(△16%) (+6%) 

10 
15 

(+44%) 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 

(+3%) 

23 
20 

27 27 28 
22 

(+11%) 
(+14%) 

18 18 

29 25 
 19 20 

(△15%) 

(+8%) (+8%) 

7 6 
8 7 

(+5%) (+15%) 
9 9 

(△5%) 

10 11 12 

4-6月 +3% 

4-6月 +7% 

１１年 

(△22%) 

20 
29 

61 

20 

47 

27 
(△8%) 

(+1%) 

11 
14 

25 22 

11 13 

(△11%) 

(△10%) (△6%) 

6 
9 6 9 

(△4%) (+5%) 
27 27 
(+0%) 

(+4%) 
52 55 50 

53 51 56 
(+3%) (+1%) 

22 20 18 19  21 21 
(+5%) (+6%) (△2%) 

17 
22 

17 
24 

(+9%) 
(△5%) 

31 34 
(+12%) 

1-3月 △14% 

1-3月 △10% 

1-3月 △0% 



米国主要商品 小売・卸状況 
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２Ｑ 
（３ヶ月） 上期 

１２年 実績 対前年 １２年 実績 対前年 

二輪車 23 23 +1% 37 33 △9% 

ＡＴＶ 10 10 △4% 18 17 △7% 

船外機 23 25 +7% 40 43 +7% 

小売台数 (千台) 

出荷台数 (千台) 

２Ｑ 
（３ヶ月） 上期 

１２年 実績 対前年 １２年 実績 対前年 

二輪車 16 17 +10% 33 32 △2% 

ＡＴＶ 6 6 +1% 14 12 △13% 

船外機 17 19 +12% 38 40 +6% 



２０１３年 （上期・年間） 為替影響 （対前年） 
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13年上期 13年年間予想 
（億円） US$ EURO その他 合計 US$ EURO その他 合計 

  
 本社の輸出入にかかる為替影響 126 51 0 177 248 96 0 344 
 粗利益の換算影響 （海外子会社） 30 18 100 148 54 35 259 348 
 販管費の換算影響 （海外子会社） △30 △24 △77 △130 △54 △47 △198 △299 
 営業利益への為替影響 126 45 24 195 248 84 61 393 

 為替感応度 

 １円の変動が営業利益 

 に与える影響額 

US$ 
８億円 

EURO 
２億円 

US$ 
１６億円 

EURO 
４億円 



209 201 

156 
106 

12年2Q 13年2Q 

タイ （ＴＹＭ） 

86 
141 

78 
106 

12年2Q 13年2Q 

198 231 

201 
167 

12年2Q 13年2Q 
28 

２０１３年 （２Ｑ） アジア主要国 販売状況 

※ 売上台数：国内販売台数のみ。売上高：輸出売上含む 

インドネシア （ＹＩＭＭ） 

ベトナム （ＹＭＶＮ） インド （ＩＹＭ） 

664 
871 

602 655 

12年2Q 13年2Q 

売上高 
 （億円） 

出荷台数 
 （千台） 



400 375 

297 
211 

12年上期 13年上期 

タイ （ＴＹＭ） 

189 263 

161 
203 

12年上期 13年上期 

406 535 

434 405 

12年上期 13年上期 
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２０１３年 （上期） アジア主要国 販売状況 

※ 売上台数：国内販売台数のみ。売上高：輸出売上含む 

インドネシア （ＹＩＭＭ） 

ベトナム （ＹＭＶＮ） インド （ＩＹＭ） 

1,419 1,651 

1,311 1,277 

12年上期 13年上期 

売上高 
 （億円） 

出荷台数 
 （千台） 



30 

208 

195 

△37 32 2 △10 △36 
△64 12 

302 

コスト 
ダウン 

その他 
販管費 
増加 

売上減 
による 
荒利減 

為替 
影響 

原材料 
価格変動 開発費 

増加 
償却費 
増加 

12年上期 
（$/€：80/103） 

13年上期 
（$/€：96/126） 

２０１３年 （上期） 営業利益変化要因 （対前年）  

（億円） 



186 

393 

58 
100 △8 △37 

△73 
△73 4 

550 

コスト 
ダウン 

その他 

販管費 
増加 

売上増 
による 
荒利増 

為替 
影響 

原材料 
価格変動 開発費 

増加 

償却費 
増加 
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12年 
（$/€：80/103） 

13年予想 
（$/€：95/125） 

２０１３年 （年間） 営業利益変化要因 （対前年）  

（億円） 
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